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確かな歩みに「実り」を「実感」 
11月には、城南中学校区の研究発表会での授業公開、舞鶴市小学校合同音 

楽会での５・６年生の素晴らしい発表、また聾学校舞鶴分校と交流をしたり、 
舞鶴市小学生駅伝競走大会では、雨の中、個として、チームとして素晴らし 
い走りを見せたり、５年生は社会見学や夢講演会、６年生のふるさと学習、 
プロのなわとびプレーヤーによる全校なわとび教室など、学校の中だけでは 
なく様々な場でも学びを深めたり、頑張ってきた力や成果を発揮したりする 
ことができました。子どもたちの健気でひたむきな姿に心から拍手を送りた 
い場面が幾度となくありました。確かな実りのあった 11月となりました。 
人権旬間のスタートにあたり、集会で次のような話をしました。 
『「あなたがいたから がんばってこられたんだね。一人ぼっちならとうに 

くじけてた。あなたがいたから元気でいられたんだね。いつもはげましてくれ 
てたからだね。」この歌詞は、11月に開催された舞鶴市小学校合同音楽会で、 

５・６年生の皆さんが披露した合唱曲の一節 
です。とてもステキな歌でした。 
このように思える友達はいますか。いると 

いう人、まだいないという人、本当は近くにいるのに気付いていない 
人、それぞれだと思います。あなたのたった一言で、友達を勇気付け 
ること、元気を与えること、そして救うことができます。本当の友達、 
本当の仲間について、この歌は教えてくれているような気がします。 

皆さんは「相手のことを考えて行動していますか」「友達に悲しい思いさせていませんか」「友達を大
切にしていますか」そして「自分のこと大切にしていますか」 
今日から人権旬間がスタートします。「人権」とは何でしょうか。 
人は、誰もが大切な「命、体、心」を持っています。自分の「命、体、心」を大切にするのと同じよ

うに、友達はもちろんすべての人の「命、体、心」を大切にすること、それが人権を守るということで
す。一人一人が持つよさは違います。あなたにしかないよさもあります。「みんな一人残らず、同じよ
うに大切にされなければならない。」人権を守るというのは、こういうことでもあります。 
聾学校舞鶴分校で学んでいる聞こえにくい友達と交流している高野小学校のみんなは、きっと相手の

ことを理解して、よく考えて行動できる力が付いているのではないでしょうか。 
学校は仲良くする方法を学ぶところです。時には失敗して相手を傷つけてしまうことがあるかもしれ

ません。でも自分が悪いと思った時に、心からあやまることができたら、相手にもその気持ちは伝わる
し、あやまったその人はうんと成長します。 
友達と仲良くする、悲しい思いをする人が誰一人いないようにするためには、どうしたらよいのか、

この人権旬間で学び合い、「うれしいなあ」「楽しいなあ」「ステキだなあ」がいっぱいの高野小学校を
みんなの力でつくりましょう。』要約をしておりますが、以上のような内容です。 
 人権旬間では、自分を大切に思うこと、友達を大切にすること、「おかしいことをおかしい」と気付
く力、そして行動に移す力など、人間として大切なことを心の中にじっくりとはぐくむことができる取
組をしているところです。 
 いよいよ２学期最後の月である師走となりました。保護者の皆様、地域の皆様には、引き続き学校教
育推進へのご理解・ご協力をいただきますようお願い申しあげます。 

高野小学校 150歳の誕生日（創立記念日） 
明治６（1873）年に陽明学校として産声を上げた高野小学校は、今年 12月 22日に 150回目である節

目の創立記念日を迎えます。創立当初は城屋に校舎がありましたが、明治 25（1892）年に野村寺に移転
し、翌年に新校舎が完成しました。そして昭和 60（1985）年に現在の場所（高野台）に移転し、現在に
至ります。記念行事として、12月２日（土）創立 150周年記念集会、並びに子育て支援協議会様にお世
話になり高野子どもまつり、さらに日を改め、２月６日（火）にはプロの鍵盤ハーモニカ奏者による記
念公演も予定しております。運動場に並んで記念写真を撮ったり、自分のことや学校のことを記した作
文を書いたり、150周年ロゴを作成したりと、気持ちを高める取組をしてきましたが、この節目を機に、
胸を張ってたくましく生きようとする気持ちを一層はぐくむと共に、この学校のよさを認識したり、校
歌に込められた願いなどをかみしめながら歌ったりすることで、本校児童であることに誇りを持ち、こ
れからの力強い歩みの糧になることを願っております。 

 
校長 材木 敏志  教職員一同 

 

 

 

校区の先輩から学ぶ夢講演会 

小学生駅伝競走大会大健闘！ 

１５０ｔｈ 

舞鶴市小学校合同音楽会の様子 


